
 

令和５年度第２回 佐渡警察署協議会議事概要 
 

 

開催日時  令和５年９月28日（木）午後２時から午後３時30分まで 

開催場所  佐渡警察署 ３階 会議室 

出 席 者 

 

委      員
 

（定数10人）
 

 

金田会長 小林副会長 尾田委員 

佃委員 中川委員 渡邉（晃）委員  

渡辺（直）委員 渡邉（正）委員  

             （会長・副会長以下50音順）
 

計８人 

警   察
 
鈴木署長     安達副署長  坂口警務課長 

大島生活安全課長 小林地域課長 中島刑事課長 

富澤交通課長   岡澤警備課長 東條会計課長 

計９人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和５年７月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が 

あった。 

 

 前回の諮問事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

１ 特殊詐欺被害防止 

 (1) 広報媒体を活用した情報発信活動の実施 

 (2) 各種イベントや防犯講習会、年金支給日における広報啓発活動の実施 

 (3) 金融機関に対する水際対策の依頼 

 (4) 被害を未然に防止した個人や団体に対する表彰の実施 

 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 事故当事者・違反者に対する個別指導、関係機関や家族と連携した自主返納等

の勧奨活動の実施 

 (2) 街頭広報や巡回連絡を通じた訪問指導の実施 

 (3) 各種安全講話による交通事故防止・安全運転相談窓口の周知広報の実施 

(4) オレンジカードを使用した高齢歩行者に対する交通ルールの周知と、夜光反射

材活用の呼びかけ 

(5) 臨時適性検査等による運転免許証の取消しの実施 

 



諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 特殊詐欺被害防止 

 (1) あらゆる広報媒体を活用した情報発信、各種イベントや防犯講習等における、

各機関・団体と協同した広報啓発活動の強化 

 (2) コンビニエンスストア、金融機関等における水際対策の強化の働きかけ、ＡＴ

Ｍコーナーの警戒強化 

 (3) 被害を未然防止した金融機関やコンビニエンスストアに対する表彰の推進 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 高齢加害者（運転者）対策の推進 

(2) 高齢被害者（歩行者）対策の推進 

 

答申 

 佐渡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）      

１ 諮問事項に対する意見等 

  特殊詐欺被害の防止を掲げているが、犯人は捕まっているのか。 

○ 被疑者側は指示役、騙し役、受け子や出し子など、主に三段階で構成されている

ことが多い。逮捕しているのは受け子や出し子のいわゆるグループの末端である

場合が多く、彼らは純粋に指示役を知らないため、トカゲの尻尾切り状態となり、

グループの解明や指示役等まで逮捕することが難航しているのが実情である。 

２ その他の意見等 

 (1) 高齢者被害の特殊詐欺事件が増加していることから、コンビニや金融機関で高

齢者を見かけたら直接指導していただきたい。また学校等での講演もしていただ

きたい。 

(2)  今や何をするにも携帯電話が必要となっていることから、防犯の観点から、高

齢者や子供達に携帯電話の使い方の講習を行ってほしい。 

(3)  70歳から75歳以上の高齢者にＡＴＭの利用制限を設けてはどうかと思う。 

この件を金融機関で話したこともあるが、防犯としては有効だと思うので参考

にしてもらいたい。 

 

速度等取締り指針の策定 

 交通課長から、交通事故実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があり、

了承した。 

 



 その他 

【逮捕術訓練視察状況】 

   

【署協議会開催状況】 

    

 

 


